
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

４
月
７
日
、
過
去
最
大
規
模
１

２
２
兆
円
の
国
の
予
算
が
成
立
し

た
。年
度
を
ま
た
い
で
４
月
成
立

は
11
年
ぶ
り
の
こ
と
。各
紙
の
社

説
の
見
出
し
は
、「
異
例
ず
く
め
の

予
算
」「
高
市
１
強
下
の
予
算
成

立　

国
会
の
機
能
低
下
を
危
ぶ

む
」「
合
意
形
成
の
過
程
に
課
題

残
し
た
予
算
成
立
」「
審
議
短
縮

し
予
算
成
立　

民
主
主
義
損
な

う
国
会
軽
視
だ
」と
報
じ
て
い
る
。

　

最
大
の
予
算
規
模
な
の
に
、
審

議
時
間
は
最
短
、
首
相
出
席
の
集

中
審
議
時
間
も
激
減
し
た
。憲
法

の
財
政
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
も

問
題
あ
り
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

一
部
の
報
道
に
首
相
自
身
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
異
例
の
反
論
を
行
い
波
紋

を
広
げ
て
い
る
。責
任
あ
る
立
場

な
の
だ
か
ら
一
方
向
の
発
信
で
は

な
く
、
国
会
論
戦
や
記
者
会
見
を

通
じ
て
伝
え
る
べ
き
だ
。

　

今
後
、「
国
論
を
二
分
す
る
政

策
」
に
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、な
お
の
こ
と
、よ
り
丁

寧
な
説
明
と
合
意
形
成
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。（
髙
）
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（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（1）

（毎月の購読料は会費に含まれています）

　

26
春
闘
、
連
合
北
海
道
が
集
計
し
た
３
０
０
人
未
満
54
組
合
の
妥

結
額
は
、
４
月
３
日
午
前
時
点
の
加
重
平
均
で
、
１
万
３
４
７
０
円

（
４
・
86
％
）で
、
前
年
よ
り
１
４
２
０
円（
０
・
17
％
）増
だ
っ
た
。今

後
の
賃
金
交
渉
は
、
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
侵
攻
の
影
響
で
原

油
価
格
が
ど
う
動
く
の
か
な
ど
、見
通
し
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

26
春
闘  

道
内
中
小
企
業
の
妥
結
状
況
ほ
ぼ
前
年
並
み

道
内
先
行
中
小
は
１
万
３
４
７
０
円（
４
・
86
％
）

加
重
平
均
時
給
80
・
39
円
（
９
・

88
円
増
）
と
昨
年
同
時
期
を
上
回

っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
超
過
勤
務
に
必
要
な

36
協
定
の
点
検
や
見
直
し
な
ど
、

長
時
間
労
働
是
正
や
、
人
材
育
成

と
教
育
訓
練
の
充
実
、
男
女
間
格

差
是
正
に
関
す
る
取
り
組
み
も
前

進
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

道
内
１
０
０
人
未
満
５
％
台

　

道
内
４
月
３
日
午
前
時
点
で
は

80
組
合
で
集
計
可
能
な
79
組
合

（
３
万
３
４
５
５
人
）の
賃
上
げ
加

重
平
均
は
、
全
体
で
１
万
４
７
６

８
円
（
５
・
94
％
）
前
年
同
時
期

比
２
４
３
円
増（
０
・
27
％
減
）だ

っ
た
。（
２
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

　

３
０
０
人
未
満
の
54
組
合
で
は

１
万
３
４
７
０
円
（
４
・
86
％
）

前
年
同
時
期
比
１
４
２
０
円

（
０
・
17
％
）
増
だ
っ
た
。特
に
１

０
０
人
未
満
の
34
組
合
は
１
万
３

６
１
８
円
（
５
・
53
％
）
前
年
同

時
期
比
２
１
１
１
円
増（
０
・
83

　

毎
月
10
日
発
行
の
『
道
商
工

連
』
に
、
宣
伝
物
を
同
封
し
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無

料
で
届
け
ま
す
。月
末
ま
で
（
12

月
は
20
日
）
に
２
５
０
部
を
道

商
工
連
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

連
合
本
部（
東
京
）が
４
月
１
日

午
前
時
点
で
ま
と
め
た
26
春
闘
の

全
国
の
妥
結
状
況
は
、
２
３
１
１

組
合
加
重
平
均
１
万
６
８
９
２
円

（
５
・
09
％
）で
前
年
同
時
期
比
を

４
６
６
円（
０
・
33
％
）減
だ
っ
た
。

　

３
０
０
人
未
満
の
中
小
１
３
３

２
組
合
は
１
万
３
９
６
０
円（
５
・

０
％
）、前
年
同
時
期
比
６
０
０
円

増（
率
は
±
０
）だ
が
、
金
額
は
大

手
と
中
小
の
格
差
が
一
層
拡
大
し

て
い
る
。

　

パ
ー
ト
な
ど
有
期
・
短
時
間
・

契
約
の
労
働
者
の
賃
上
げ
額
は
、

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布



（２）

連合北海道の中小組合規模別賃上げ状況

　
組合規模

　　　集計　　  対象組合　　    加重平均妥結額　　          昨年実績額　　　         
昨年比

                      組合数　　   人数　　       ( 定昇・ベア込み )　        （定昇・ベア込）

  300 人未満 54 組合  4,917 人  13,470 円 (4.86％) 12,050 円 (4.69％)  1,420 円 (0.17％)

  300 人以上 25 組合   28,538 人  14,938 円 (4.95％) 15,098 円 (5.34％) ▲160 円 (▲0.39％) 

　    計　　　　79 組合  33,455 人  14,768 円 (4.94％) 14,525 円 (5.21％) 243 円 (▲0.27％)

  （2026 年 4 月 3 日午前時点までの 連合北海道発表より抜粋）

％
増
）
と
率
で
は
全
体
平
均
を
上

回
り
５
％
台
の
高
水
準
に
な
っ
て

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

い
る
。

　

先
行
組
合
の
妥
結
に
よ
っ
て
、５

月
の
メ
ー
デ
ー
に
向
け
て
未
妥
結

組
合
や
中
小
の
後
発
組
の
交
渉
が

大
詰
め
を
迎
え
る
。

戦
争
で
混
迷
す
る
世
界
経
済

　

昨
年
は
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
「
関
税
シ
ョ
ッ
ク
」
が
世
界
を
駆

け
巡
っ
た
。領
土
奪
還
に
こ
だ
わ
り

長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
重
い

戦
費
負
担
解
消
へ
早
期
和
平
に
動

く
ト
ラ
ン
プ
氏
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国

の
意
見
の
相
違
が
顕
在
化
し
た
。

　

昨
年
６
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
米

国
が
イ
ラ
ン
を
空
爆
。「
ウ
ラ
ン
濃

縮
施
設
を
破
壊
し
た
」と
、
こ
の
戦

闘
は
12
日
間
で
終
わ
っ
た
が
、２
月

28
日
、突
然
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン

を
空
爆
し
て
国
家
要
人
多
数
を
爆

殺
し
、米
軍
も
空
爆
を
再
開
。イ
ラ

ン
は
報
復
を
宣
言
。タ
ン
カ
ー
航

路
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
を
事
実
上
封
鎖

し
た
。

　

良
質
で
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
多
く

生
産
で
き
る
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
の
、ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
場
２
月
の
先
物
価
格

は
１
バ
ー
レ
ル
約
67
ド
ル
だ
っ
た

が
４
月
７
日
に
は
１
１
７
・
63
ド

ル
の
最
高
値
を
付
け
、
４
月
８
日

は
、少
し
下
が
っ
て
約
95
ド
ル
に
な

っ
た
。原
油
価
格
の
影
響
は
夏
に
は

様
々
な
分
野
で
顕
在
化
す
る
と
い

う
。物
価
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
。

米
国
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
脱
退
も
ほ
の
め

か
し
、
世
界
は
政
治
も
経
済
も
大

き
く
動
く
。

　

日
銀
札
幌
支
店
の
「
北
海
道
金

融
概
況（
４
月
１
日
）」に
よ
る
と
、

北
海
道
の
景
気
は
、一
部
に
弱
め
の

動
き
が
み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
に

持
ち
直
し
て
い
る
。公
共
投
資
は
、

高
水
準
で
推
移
し
、個
人
消
費
は
、

物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

底
堅
く
推
移
。観
光
は
、堅
調
に
推

移
。設
備
投
資
は
、
緩
や
か
に
増

加
。輸
出
緩
や
か
に
増
加
。住
宅
投

資
は
弱
め
の
動
き
。生
産
は
一
部
に

弱
め
の
動
き
が
引
き
続
き
み
ら
れ

る
。鉄
鋼
で
一
時
的
な
生
産
減
が

生
じ
て
い
る
が
、基
調
は
横
ば
い
圏

内
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。雇
用
・

所
得
情
勢
を
み
る
と
、
緩
や
か
に

改
善
し
て
い
る
、と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
順
調
な
道
内
の
景
気

動
向
も
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
々
と
切

る
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。先

行
き
の
予
測
は
難
し
い
。（
青
）
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★イオン北海道

　□ 月例賃金 総額 16,516 円・5.53％ 

　□ 時間給労働者 時給 90.02 円増・7.09%

★アレフ

　□月例賃金 総額 18,149 円・5.03％

　（総額 21,496 円・　6.54%） 

　□時間給労働者 時給 93.２7 円増・7.68%

★コープさっぽろ 

　□ 時間給労働者 時給 95 円増・7.28％ 

　□ 契約労働者 月給 13,260・4.97％

★北雄ラッキー 

　□ 月例賃金 総額 13,590 円・4.03％

　□時間給労働者 時給 67.01 円・６.09％

　□ 契約労働者 月給 12,042 円・4.77％ 

★サッポロドラッグストアー

　□ 月例賃金 総額 10,055 円・3.18％ 

★かみふらの工房

　□ 月例賃金 総額 13,590 円・4.03％ 

　□ 時間給労働者 時給 70 円増・6.21％

★札幌通運 

　□ 月例賃金 定期昇給の確認 

　□ 夏季一時 金 500,000 円

　□ その他 インターバル９時間、年間休日 125 日 

　　　　　  年間総労働時間 1,800 時間 

★北海道通運

   □ 月例賃金 総額 12,077 円（ベア 10,000 円）

　□ 夏季一時金 380,000 円

　□ その他 年間休日 110 日

　　　　     年間総労働時間 2,040 時間 

                 法定休日割増→法定割増率 +１％

★松岡満運輸

　□ 月例賃金 定期昇給の確認 

　□ 夏季一時金 450,000 円

　□ 企業内最賃 大型 1418 円・中型 1340・普通 

　　　　　　  　1208 円

　□その他 インターバル９時間、年間休日 104 日 

^           　 年間総労働時間 2062.5 時間 

★ 旭川運輸

　□ 月例賃金 総額 4503 

　□ 夏季一時金 313,000 円

　□ その他 インターバル９時間、年間休日 117 日

                 年間総労働時間 1968 時間

★JR 北海道 

　□ 月例賃金 総額 12,973 円・４.07.％

 　　                    うちベア 7,000 円

★札幌トヨタ 

　□ 月例賃金 総額 12,136 円・4.46％ 

   □ 一時金 年 4.0 ヶ月

＊金額は従業員一人平均。2026春闘 連合北海道の妥結状況（一部抜粋）
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中
小
企
業
庁
は
、
昨
今
の
中
東

情
勢
や
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
支

援
策
を
拡
充
し
ま
し
た
。

よ
ろ
ず
支
援
機
関
を
設
置

　

ま
ず
、
全
国
の
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
設
置
し
て
い
ま
す
。令
和
８

年
３
月
23
日
付
で
窓
口
を
拡
充

し
、
資
金
繰
り
や
経
営
に
関
す
る

相
談
を
幅
広
く
受
け
付
け
て
い
ま

す
。金
融
支
援
に
お
い
て
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
等
が
実
施
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件
を
緩

和
し
ま
し
た
。

　

中
東
情
勢
に
よ
り
今
後
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
事
業
者
ま
で
対
象

を
拡
大
。さ
ら
に
、
原
油
価
格
や
原

材
料
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇
の

影
響
を
受
け
て
い
る
場
合
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
金
利
の
引
き
下

げ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

取
り
引
き
減
少
で
金
利
下
げ
も

　

４
月
１
日
か
ら
中
東
情
勢
に
よ

る
取
引
減
少
や
生
産
停
止
等
の
影

響
を
受
け
た
場
合
も
、
金
利
引
き

下
げ
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
は
関
係
省
庁
と
と

も
に
官
民
の
金
融
機
関
に
対
し
、

事
業
者
の
資
金
調
達
を
円
滑
に
進

め
る
よ
う
支
援
の
徹
底
を
要
請
し

て
い
ま
す
。特
に
「
価
格
転
嫁
と
取

引
の
適
正
化
」
で
す
。原
材
料
費
の

高
騰
が
続
く
中
で
も
賃
上
げ
の
継

続
が
重
要
で
す
。関
係
業
界
団
体

や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
適
切

な
価
格
転
嫁
が
行
わ
れ
る
よ
う
配

慮
を
要
請
し
ま
し
た
。

コ
ス
ト
上
昇
分
の
適
切
取
り
引
き

　

特
に
発
注
企
業
に
、コ
ス
ト
上
昇

分
を
考
慮
し
た
取
引
対
価
の
決
定

な
ど
特
段
の
配
慮
を
求
め
て
い
ま

す
。サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適

切
な
取
引
を
推
進
し
、
中
小
企
業

の
収
益
が
圧
迫
さ
れ
な
い
よ
う
官

民
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

経
営
に
不
安
を
感
じ
る
事
業
者
の

皆
様
は
、一
人
で
悩
ま
ず
に
最
寄
り

の
「
特
別
相
談
窓
口
」
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

各
窓
口
の
詳
細
な
連
絡
先
は
、

中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
確
認
が
可
能
で
す
。社
会
情
勢
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、

国
は
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。支
援
制
度
の
詳
し
い
内

容
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
者
団
体
中
央
会
な
ど
の
専
門
家

も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。厳
し
い
環

境
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、公
的
な
支

援
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
経
営

の
安
定
と
事
業
の
継
続
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

一
覧
表
に
な
っ
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

（
も
く
じ
）
か
ら
必
要
な
補
助
金
や

助
成
金
を
え
ら
ぶ
と
、左
の
よ
う
に

値
上
が
り
分
の
価
格
転
嫁
を
可
能
に

中
東
情
勢
で
金
利
引
き
下
げ
も

中
小
企
業
向
け『
使
え
る
！
』

北
海
道
経
済
産
業
局
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

経
済
産
業
省
北
海
道
経
済
産

業
局
で
は
、
中
小
企
業
の
設
備

投
資
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
25
年

度
予
算
事
業
を
中
心
に
「
中
小

企
業
向
け〝
使
え
る
！
〞経
済
産

業
省
支
援
メ
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
り
ま
し

た
。補
助
金
や
税
制

な
ど
に
つ
い
て
ま
と

め
、
手
軽
に
使
え
る

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
が
一
目
で
分
る
よ

う
に
図
解
さ
れ
て
い
る
。手
続
き
に

必
要
な
条
件
な
ど
分
か
り
や
す
い
。

　

中
小
件
企
業
向
け
の
支
援
事
業

は
全
部
で
36
件
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

内
容
は
多
彩
だ
。

　

業
務
の
近
代
化
に
取
り
組
み
、

生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
も
の
が

目
に
つ
く
。ま
た
、
事
業
継
承
な
ど

の
支
援
策
も
あ
る
。

　

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
見
る
う
ち

に
、「
う
ち
で
も
使
え
そ
う
だ
」と
思

わ
れ
る
事
業
が
目
に
入
る
。各
事
業

に
は
予
算
枠
が
あ
る
の
で
、
早
い
者

勝
ち
だ
。本
年
度
に
間
に
合
わ
な

く
て
も
、多
く
は
翌
年
も
継
続
に
な

る
事
業
が
多
い
の
で
翌
年
に
計
画

し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。



（５）

ウ
エ
ス
ト
の
ゴ
ム
に
生
き
方
注

意
さ
れ

も
う
少
し
落
ち
着
け
ん
の
か
ト

ラ
ン
プ
は

チ
ン
タ
ラ
と
最
初
に
言
っ
た
人

ス
ゴ
イ

凶
暴
は
ど
っ
ち
だ
ろ
う
か
ク
マ

と
ヒ
ト

か
か
と
ケ
ア
し
て
み
た
け
れ
ど

誰
も
見
ぬ

婆
さ
ん
が
川
で
洗
濯
す
り
ゃ
通

報ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
な
霧
だ
ね
（
知

ら
ん
け
ど
）

外
国
人
こ
れ
は
ペ
ン
で
す
な
ど

言
わ
ぬ

そ
の
内
に
時
間
も
ず
れ
る
ペ
ア

ウ
オ
ッ
チ

探
し
も
の
出
ず
に
出
て
き
た
ア

ベ
マ
ス
ク

ヤ
メ
た
あ
と
メ
イ
ワ
ク
さ
知
る

タ
バ
コ
臭

頑
張
れ
よ
無
理
は
す
る
な
と
ど

う
す
れ
ば

「
酔
っ
た
ぞ
」
は
「
酔
っ
て
な
い
」

よ
り
酔
っ
て
な
い

 

　
　
　（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）



（６）
　

労
使
が
払
う
雇
用
保
険
料
率

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
引
き
下

げ
に
な
っ
た
。こ
れ
ま
で
の
労
使
合

わ
せ
て
１
・
55
％
が
、
２
０
２
６

年
４
月
１
日
か
ら
０
・
05
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
ら
れ
１
・
5
％
に
な

っ
た
。

　

雇
用
情
勢
の
改
善
を
踏
ま
え
て

引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
が
出
て

い
て
、
令
和
８
年
２
月
23
日
の
厚

生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
職

業
安
定
分
科
会 

雇
用
保
険
部
会

で
了
承
さ
れ
た
。

　

雇
用
保
険
の
う
ち
失
業
給
付
と

育
児
休
業
給
付
に
充
て
る
料
率
を

労
使
合
計
で
０
・
７
％
と
、事
業
主

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利
用
す
る
日

本
人
の
２
割
が
過
剰
に
栄
養
素
を

接
種
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果

が
、
東
邦
大
学
な
ど
の
調
査
で
判

明
し
ま
し
た
。

　

18
歳
以
上
の
購
買
履
歴
の
あ
る

日
本
人
モ
ニ
タ
ー
２
０
０
２
人
を

対
象
に
調
査
し
た
。そ
の
結
果
３

７
１
人（
18
・
５
％
）が
メ
ー
カ
ー

の
示
す
１
日
当
た
り
の
摂
取
目
安

量
を
超
え
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲

ん
で
い
た
。

　

栄
養
素
に
は
厚
生
労
働
省
に
よ

っ
て
、
習
慣
的
な
摂
取
量
の
上
限

「
耐
用
上
限
量
」
が
決
め
ら
れ
た
も

の
が
あ
る
。こ
う
し
た
栄
養
素
を
１

７
０
５
人
に
限
っ
て
分
析
す
る
と
、

過
剰
摂
取
者
２
９
７
人
の
う
ち
62

％
、１
８
４
人
が
、耐
用
上
限
量
を

超
え
て
い
た
と
い
う
。特
に
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
で
過
剰
摂
取
者
の
半
数
以
上

が
耐
用
上
限
を
超
え
て
い
た
。取

り
過
ぎ
は
健
康
を
損
な
う
の
で
注

意
し
た
い
も
の
だ
。（
こ
の
情
報
は

毎
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
」に
よ
る
）

事
業
主
０
・
９
↓
０
・
85

従
業
員
０
・
55
↓
０
・
５

雇
用
保
険
料
率
０
・
５
％
引
き
下
げ
に

だ
け
が
負
担
す

る
再
雇
用
支
援

や
教
育
訓
練
な

ど
を
行
う
雇
用

保
険
二
事
業

（
雇
用
安
定
事

業
と
能
力
開
発

事
業
）
の
料
率

は
据
え
置
い

た
。全
体
で
は
、

労
働
者
が
払
う

分
は
現
行
の

０
・
55
％
か
ら

０
・
５
％
に
、

事
業
主
分
は

０
・
９
％
が
０
・

85
％
に
減
る
。

２
０
２
６
年
４
月
１
日
か
ら

健 康
２
割
が
取
り
過
ぎ

サ
プ
リ
過
剰
摂
取

令和８年度 雇用保険料率


